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 皆さまは「鳴り砂（鳴き砂）」をご存じでしょうか。 

 代表的なものとして「琴引浜（京都府京丹後市）」・「十八鳴浜（宮城県気仙沼）」・「琴ヶ浜（島根県大田市）」などがありま

す。 

 

島根県大田市が有する貴重な資源である「琴ヶ浜」の鳴り砂を核として、砂にちなんだ文化の調査研究、地域間交流、

産業振興等を行い、もって個性的な地域文化を創造し、地域社会の文化的・経済的振興を図ることを目的とする公益財

団法人シルバーランド振興事業団が設立した「仁摩サンドミュージアム」の役員の方にたまたまお会いする機会があり、

いろいろとお話をお聞きすることが出来ました。 

その中で、「鳴り砂」を継承保存するためには、プラスチックゴミなどの目に見えるゴミだけの問題では無いそうで、

浜を訪れる人々の靴にも問題があるとのこと。砂浜を歩くと靴のゴム底が削れて砂の汚染源となり、本来は好ましいこ

とではないそうです。かといって、観光客には来て欲しいのが本音。矛盾があり、悩ましいところだそうです。 

 「では、靴で入らずに、裸足で入れば良いのでは？」と短絡的な質問してみたところ、人の脂が砂に付くため、これも好

ましいことではないとのこと。難しい問題なのですね。 

やはり、「鳴り砂」は遠くから眺めるのが一番良いのかな？そうなると、「キュッ、キュッ」という音を聞くことは出来ま

せんけどね。 

 

 

 

 


